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衆
議
院
議
員
丸
山
穂
高
君
提
出
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
関
す
る
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付
す
る
。 

 
 



 

１ 

 

 
 
 

衆
議
院
議
員
丸
山
穂
高
君
提
出
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
に
関
す
る
質
問
に
対
す
る
答
弁
書 

一
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
二
〇
五
〇
年
度
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
」
と
い
う
長
期
展
望
に
つ
い
て
は
、
技
術
革
新
等
の
可
能
性
と
不
確
実

性
、
情
勢
変
化
の
不
透
明
性
が
伴
う
も
の
で
あ
り
、
二
千
三
十
年
度
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
需
要
の
見
込
み
の
よ
う
な
蓋
然
性
を
も

っ
た
予
測
が
困
難
で
あ
る
。 

二
の
１
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
グ
リ
ー
ン
投
資
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
税
制
」
も
含
め
、
税
制
改
正
に
つ
い
て
は
、
毎
年
、
政
府
及
び
与
党
に
お

い
て
、
税
制
調
査
会
に
お
け
る
審
議
等
所
要
の
検
討
を
行
っ
た
上
で
、
最
終
的
に
は
、
国
会
審
議
を
経
て
決
定
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

二
の
２
に
つ
い
て 

 
 

炭
素
税
を
含
む
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
に
つ
い
て
は
、
「
パ
リ
協
定
に
基
づ
く
成
長
戦
略
と
し
て
の
長
期
戦
略
」
（
令

和
元
年
六
月
十
一
日
閣
議
決
定
）
に
お
い
て
、
「
国
際
的
な
動
向
や
我
が
国
の
事
情
、
産
業
の
国
際
競
争
力
へ
の
影
響
等
を

踏
ま
え
た
専
門
的
・
技
術
的
な
議
論
が
必
要
」
と
さ
れ
て
お
り
、
現
在
、
環
境
省
に
お
い
て
、
中
央
環
境
審
議
会
地
球
環
境



 

２ 

 

部
会
に
カ
ー
ボ
ン
プ
ラ
イ
シ
ン
グ
の
活
用
に
関
す
る
小
委
員
会
を
設
置
し
、
同
小
委
員
会
に
お
い
て
御
議
論
い
た
だ
い
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
お
尋
ね
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

三
の
１
、
３
及
び
４
並
び
に
四
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
二
〇
五
〇
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」
の
実
現
に
向
け
た
具
体
的
な
方
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
現
在
検

討
中
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
お
尋
ね
に
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。 

三
の
２
に
つ
い
て 

 
 

住
宅
及
び
建
築
物
の
断
熱
性
能
基
準
に
つ
い
て
は
、
各
国
の
気
候
状
況
等
に
よ
り
異
な
る
た
め
、
我
が
国
の
基
準
と
他
国

の
基
準
を
単
純
に
比
較
す
る
こ
と
が
適
切
で
あ
る
と
は
考
え
て
い
な
い
。
な
お
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
使
用
の
合
理
化
等
に
関
す

る
法
律
（
昭
和
五
十
四
年
法
律
第
四
十
九
号
）
に
基
づ
く
建
材
ト
ッ
プ
ラ
ン
ナ
ー
制
度
で
は
、
断
熱
材
、
サ
ッ
シ
及
び
ガ
ラ

ス
の
断
熱
性
能
に
関
す
る
高
い
目
標
を
設
定
し
、
こ
れ
ら
の
建
材
の
製
造
、
加
工
又
は
輸
入
の
事
業
を
行
う
者
に
対
し
て
、

目
標
年
度
ま
で
に
、
よ
り
高
性
能
な
建
材
の
出
荷
割
合
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
を
促
し
て
い
る
。 

 
 

ま
た
、
「
現
在
の
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
く
省
エ
ネ
基
準
の
ま
ま
で
二
○
五
○

年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
を
達
成
で
き
る
の
か
」
と
の
お
尋
ね
に
つ
い
て
は
、
「
二
○
五
○
年
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
」



 

３ 

 

の
実
現
に
向
け
た
具
体
的
な
方
策
の
在
り
方
に
つ
い
て
、
現
在
検
討
中
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で

あ
る
。 

三
の
５
に
つ
い
て 

 
 

御
指
摘
の
「
令
和
七
年
度
の
目
標
」
に
つ
い
て
は
、
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を

改
正
す
る
法
律
（
令
和
元
年
法
律
第
四
号
）
に
よ
り
、
小
規
模
な
住
宅
の
設
計
を
行
う
際
に
、
建
築
士
が
建
築
主
に
対
し
て
、

建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
（
建
築
物
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
の
向
上
に
関
す
る
法
律
（
平
成
二
十
七
年
法
律
第

五
十
三
号
）
第
二
条
第
三
号
に
規
定
す
る
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
を
い
う
。
以
下
同
じ
。
）
へ
の
適
合
性
等
に

つ
い
て
説
明
す
る
こ
と
を
義
務
付
け
る
制
度
が
創
設
さ
れ
、
令
和
三
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
と
こ
ろ
、
こ
う
し
た
制

度
の
適
切
な
運
用
を
図
る
こ
と
に
よ
り
、
お
お
む
ね
当
該
目
標
を
達
成
で
き
る
も
の
と
見
込
ん
で
い
る
。 

三
の
６
に
つ
い
て 

 
 

「
パ
リ
協
定
に
基
づ
く
成
長
戦
略
と
し
て
の
長
期
戦
略
」
に
お
い
て
は
、
「
新
築
の
住
宅
・
建
築
物
に
つ
い
て
、
二
千
三

十
年
度
ま
で
に
平
均
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
量
が
正
味
で
お
お
む
ね
ゼ
ロ
以
下
と
な
る
住
宅
・
建
築
物
（
Ｚ
Ｅ
Ｈ
・
Ｚ
Ｅ
Ｂ
）

を
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
す
こ
と
を
既
に
決
定
し
て
い
る
」
と
こ
ろ
で
あ
り
、
現
時
点
で
は
二
千
三
十
年
度
の
目
標
が
実
現



 

４ 

 

す
る
か
を
お
答
え
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
が
、
目
標
達
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
ま
い
り
た
い
。 

三
の
７
に
つ
い
て 

 
 

お
尋
ね
の
「
費
用
最
適
水
準
」
の
具
体
的
な
内
容
に
つ
い
て
は
承
知
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
建
築
物
エ
ネ
ル
ギ

ー
消
費
性
能
基
準
に
お
い
て
、
御
指
摘
の
よ
う
な
考
え
方
は
取
り
入
れ
て
お
ら
ず
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
を
参
考
と
し
た
建

築
物
エ
ネ
ル
ギ
ー
消
費
性
能
基
準
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、
建
築
物
の
使
用
段
階
に
お
い
て
消
費
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
コ
ス

ト
の
変
動
等
を
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。 


